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Active faults in northern Kyushu 

Hideo URATA, Jyonosuke OHARA, Suzuomi TOMITA, 

Takashi MIKI and Minoru OKABE 

Abstract 

Recently, some active faults have been approved for the first time in the area 

neighbouring the southern part of Kitakyushu City, Fukuoka Prefecture. All of them 

belong to a reverse fault or thrust type meaning the effect of lateral stress. 

One of them strikes in the direction of NNE-SSW, dipping 60°-70°westward. 

It forms a boundary between the coal-bearing Paleogene formation (Ideyama Formation) 

and its granitic basement, and dislocates the higher and middle terrace deposits lying 

over them. Radio-carbon date of the middle terrace deposits is 30,580土1,OOOy. B. P. 

The fault may be a right-handed one showing vertical slip of 2m+ and horizontal slip of 

11m+. 

Others are seen in granite and between granite and metamorphic rock. They 

dislocate the middle terrace deposits but are not topographically manifested. The faults 

generally strike in the direction of NW-SE and dip 70°or more westerly. 

The fact that the active reverse faults are found in the Chikuho Coal-field should 

raise a new question in the existing conception of development of the Chikuho Coal-field 

and in the techniques of civil-engineering and construction. 

I. 緒声

北九州一栴に拡がって存在ずる筑豊炭田は主として

古第芝系，一部新第三系よりなっているが， これら含

炭第三系はその基盤岩とは一部不整合関係，一部断暦

関係で接している．この第三系と革盤岩とを境する断

層は“基盤断屈"と呼ばれており，また第三系中には

北西方向の正・逆断贋が卓越して存在している．さら

に基盤断屑の近くではこれと平行して第三紀府中に向

斜構造が形成されている．このような地質構造の特徴

に対して松下 (1951)は“筑豊型地質構造”という呼

称を与えた．

しかしながら， これら基盤断屈や北西方向の断層の

生成時期や断暦運動の性質などについてはまだ不明確
こうじやく

な点か多い． このたび北九州市黒崎南方の上沖役（小

嶺）その他において， これらの断層の動きや相互の閲

1976年9月4日受迎
浦田英夫・小原浄之介：九州大学教咬部地学教室

岡部実：日本調査設計株式会社

＊ここでは第四紀に活動した断履と定義する．

係について，若干の知見を得ることができたので， こ

こに発表して諸賢の御批判・御叱正をお願いする次第

である．

謝辞 今回の調査研究において，九州大学首藤次男
あが(J)

教授より上野の露頭について貴軍な御教示を頂いた．

また工学部鉄鋼冶金学教室坂田武彦氏には c14法によ

る罪れ木の年代測定をお顕いし， 日本調査設計闊調査
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邪次長増田 稔氏および横EEi 巧・浅沼政次の両氏よ

りは現地で種々有益な御教示と御討論を頭いた．これ

らの方々に対して深く感謝いたします．

II. 地質構造

筑豊炭田の地質については古くから多くの研究者に

よって調査がすすめられてきたが，これらの文献につ

いては例えば日本鉱産誌V-a (1960), 松下 (1971)

などを参照されたい． ここではごく大略の地質を述べ

るにとどめる．

筑豊炭田の蜻盤岩類としては古生界秩父累層群• 田

川変成岩類，中生界関門眉群・花洲閃緑岩類などがあ

り， これらは第三系とは一部不整合閑係，一部断層圏

係で接している．

含炭第三系は下位より直方屈群・大辻層群・芦屋屈

群が累重し，各暦群はそれぞれ下位より，大焼屈・三

尺五尺暦・竹谷園・上石贋，出山贋・遠賀屈，および

山鹿屑・坂水層・脇田層に分層される．これらの地閤

の地質時代は主として漸新世・中新世に属するとされ

ているが，芦屋層群最下部の折尾砂岩巾に含まれる海

緑石による K-A法年代測定では 14.0土l.9m.y.前，

13.1土0.4m.y.前という値が出されている (KANE・

OKA and HASEGA w A, 1971). これらの地屈のうち，

今回小嶺でみられた埜盤断層の露頭では，出山団の砂

岩・礫岩・頁岩・薄炭唇が花岡閃緑岩と接している．

筑豊炭田の一般的な地質構造として，地唇は基盤岩

類を不整合に被って北々西方向に走り， 15°ないし20°

で東に傾くが，前述した甚盤断贋で東縁を限られる．

基盤断層の近くでは地層は向斜構造を形成し，向斜軸

と埜盤断層との間では50°ないし90°で西に傾斜する．
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筑豊炭田では第三系と埜盤岩類とを境する断暦は

“基盤断層"と呼ばれるが， 各研究者により， または

地域によって異なった名称がつけられている．例えば

小嶺一直方付近のものは福智山断層と呼ばれ， さらに

二島断層または洞海断層（折尾），田川断層または湯山

断層（田川），高倉断層（山田），岩崎断層（大隈ー稲

築）などと呼ばれる．本論文では福智山断層または基

盤断層という名で呼んでいる．これらの基盤断層はほ

ぼ南北の方向をとるものが多く，断層の傾斜は70゚な

いし 90゚ で西に傾くが，添田付近では逆に東傾斜とな

り見掛上逆断層の形態をとる．第三系中の向斜構造に

関しては，炭田北部の折尾付近ではこの向斜軸が上下

方向にうねることが明らかにされており，また所によ

ってはこの向斜軸が断層に変化することもあり，ある

いは向斜軸面が東に傾斜する所もある．

第三紀層中には北西方向の正・逆断層が多数認めら

れているが，これらの断層の中には方向を変えるもの，

分岐するもの，上下方向へ消滅するもの，傾斜角・落

差が変化するものなどがある．

含炭第三系・基盤岩類を被って洪積層（段丘礫層が

多いが，炭田全域にわたっての第四系の詳しい研究は

未だなされていない）・沖積層が分布している．

皿各露頭の状況

こうじゃく

北九州市黒崎の南方約5km,上津役の小嶺地区に基

盤断層（この付近では福智山断層と呼ばれている）の

露頭が近接して4ヵ所認められる（第1・2図，第20図

版第1図）．またこの地点の北方にも（それぞれ約200

m, 約4km)この断層を切る試錐および露頭がある．
あがの

さらに小嶺より約10km南方に陶器で有名な上野がある
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第 3 図 ③ 地 点北 側 の拙智山断唇の見取図

Fig. 3. Sketch of the Fukuchiyama Fault at the point③. 

が，ここでは基盤岩中の断腐が第四紀の砂礫眉を切っ

ている露頭がみられる．以下これらについて蕗頭の状

況を述べる．

A. 小嶺の基盤断層

第2図に示すように，ここでは4ヵ所で基盤断暦が

みられるが，これらを北から①・②・③・④地点とする．

①地点：三井工作所西方の露頭であり ，ここは先に

宮田が調査し発表した地点である （富田， 1968)*が，

その後の開発によって新たな露頭が現われ，細部まで

観察できるようになった（第20図版第2図）．基盤断

層の走向はNl0°E内外で西に60°傾斜する． 断層の西

側は出山屑＊＊の砂岩 ・頁岩互屈，菊炭暦，礫質砂岩が

露出しており ，地閤の走向は断図のそれとほぼ同じで
マサ

頷斜は60°Wあるいはそれよりやや緩い．東側は真砂

化した花岡閃緑岩とこれを被う第四紀の礫層である．

断層の礫はほとんど完全に風化しており（クサリ礫），

砂履レンズが2ないし 3層はさまれている．この礫囮

は岩質および後述するR・③ ・④地点の状況よりみて，

裔位段丘囮に属するものである．礫磨の厚さ約2mで

ある．露頭の状況よりみて，この断隠は洪積礫涸を切

る逆断岡すなわち西側の第三紀醤がずり 上ったもの

とみることができる．この地点では富田がすでに発表

したように，これと平行 して 1条の断囮が存在するが，

これが逆断溜なのか正断闇なのかまだ明らかにしてい

ない．

②地点：①地点の約120111南方にあり ，毎日新聞販

売店裏の総頭である．基盤断胴の走向 Nl5°E, 領斜

60°wである． 断／晋の直側は薄炭層をはさむ頁岩と礫

質砂岩の互胴（出山唇）である．断屈の東側は真砂化

した花岡閃緑岩とこれを被う第四紀の泥質砂語 （厚さ

約3m)よりなる．この砂涸は①地点のク サリ 礫閤と

第 4図 ③地点の中（立段I工Ji"./(第 5図参照）

Fig. 4. Middle terrace deposit at the point③. 

＊窟田 (1968)が図示した部分は削刻されてしまったので， 当時出山尼iとしたものが本論文の高位段丘厄i(後
出）と同一物であったかどうか不明である．

＊＊この付近で山油炭熙 （出山岡中部） ・高江炭囮（辿賀 ・出山両府を税する）の存在が不明確なこと ，地図に頁

岩が多いこと，などで遠賀囮の疑いもあるが，今回はこれまでの資料によって一応出山開としておく．
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くらべて，やや低位に位置し，岩質も異なり，R地点

にみられる洪積層と同様のものと思われ，後述するよ

うに中位段丘層と考えられるものである． ここも露頭

の状況よりみて西側がずり上った，洪積層を切る逆断

眉とみられる．

③地点：（第3~6図，第20図版第3図），②地点の

露頭の約100m南方にある．道路工事および宅地造成

のための剥土が進んでいて，④地点とともに差盤断層

に沿った南北に細長い露頭がみられる．甚盤断層の走

向N25°E,傾斜68°Wで，① ・②地点より走向がやや

東に振れる．③地点の露頭の北端では，基盤断層から

その西側約10mにわたって第3図に示すように第三紀

層の出山層中に花尚閃緑岩がはさみこまれていて，第

3図に示した部分全体が一種の破砕帯とみることがで

きる．断屈の東側は真砂化した花岡閃緑岩とこれを被

う第四紀の洪積砂礫層である．洪積屈の厚さは約2m

で，第5図に示すような岩図四序が認められ，最上部

に埋れ木が挟在されている（第21図版第3図）．この埋

れ木を CH法によって年代測定した結果は 30,580土

1,000年前であった． この洪積園は①～①地点の洪積

屈の関係から中位段丘層に属するものと思われる．③

地点では基盤断層がこの中位段丘眉を明らかに切る部

分は認められなかったが（崩積土のため），②・①地点

の状況や第三紀眉と洪積贋の高度的な位置よりみて，

基盤断屈がこの洪積層を切っていることは確実と思わ

れる．

この露頭では基盤断層面（花尚閃緑岩側の面）上に

最近の断層の動きに関係があると思われる条線が認め

られている．すなわち約70°の西領斜した断暦而上に，

南に約 10゚ 領斜した線条痕がある．またこの誕頭の南

側には基盤断屈を明らかに切って N35°WあるいはN

75°Wの方向の数本の断眉が存在する． さらに基盤断

層の東側の花岡閃緑岩中に小規模の数本の衝上断眉が

あり， これらによって段丘層最下部の不整合面にくい

違いを生じている（第6図，第20図版第3図）．

④地点：ここでは第20図阪第4図に示すように，花

尚閃緑岩とこれを被うクサリ礫眉とが基盤断屈を境と

して出山閻と接している．断層の走向・煩斜は③地点

とほぼ同様である．出山屑は薄炭層をはさむ頁岩・礫

質砂岩・礫岩で，礫岩・礫質砂岩は③地点までに漸次

。
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granitic sand + cobble~granule gravel, limonite 
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第 5 図

Fig. 5. 

R 地点の中位段丘暦地質柱状図

Columnar section of the Figure 4 . 
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第 6 図 ③地点の花刷閃緑岩と中位段丘屑との関係を示すスケッチ

Fig. 6. A relationship between the middle terrace deposit and 
granodiorite at the point @. 
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頁岩に移化する．③，④の露頭では第三紀層の走向は

基盤断層のそれよりやや西に偏しており，③地点では

④地点よりやや下部の地層まで露出している．地層の

傾斜は断層のそれと等しく約10°wである．

クサリ礫層は厚さ約1.5mで，礫は関門層群の砂岩

・泥岩や斑岩類よりなり，ほとんど完全に風化してい

る．この礫層は岩質・高度よりみて高位段丘層に属す

るものと思われる．断層粘土がこの礫層中の礫を切ら
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第 7図茶売団地試錐柱状図

Fig. 7. Boring section at Chauri. 

ずによけて存在するのが認められる．

B. 小嶺北方の基盤断層

前述した①地点の約200m北方にある．ここでは現

在北九州直方道路が工事中であるが，この予定路線上

で実施された試錐で，第三紀層と花尚閃緑岩を貫いた

ものがある．第三紀層の傾斜から計算して，埜盤断層

の地表上の位置を予測していたが，実際に地表を掘削

してみると基盤断層は予想地点より約40m東方に露れ

た．基盤断層の走向 N20°E,傾斜は80°Wである．

前述した⑧地点の状況よりみて，この試錐中の花闘閃

緑岩は基盤断層の西側の第三紀層中にはさみこまれた

ものとみることができる．

c. 茶亮の基盤断層
ちゃうり

前節の地点より北方約4kmの茶売（八幡工業高校の

北方）において，基盤断層が通ると思われる地点で試

錐が実施された．その地質柱状は第7図に示すような

もので，第三紀層の間に関門層群がはさみこまれた形

になっている．試錐岩芯の地層の傾斜や， この試錐の

近くで実施された基盤断層を切るトレンチングの結果

よりみて，前記した⑧地点と同じく基盤断層の西側に

中生層がはさみこまれているものと思われる．なおこ

こでは基盤断層の走向Nl3°E,傾斜gooである．

D. 上野の基盤岩中の断層

ここでみられる基盤岩中の断層は第8図の位置にあ

り第21図版第1・2図にみられるようなもので，断層

の走向N40°W,傾斜は75°Sである．基盤岩は断層の

西側が古生層のいわゆる緑色岩＊がやや熱変質を受け

第 8図 上野地区の基盤岩中の逆断層位置図

Fig. 8. Location map of the reverse fault 
at Agano area. 

＊北東方福智山に分布する緑色岩は変斑栃岩ないし変

閃緑岩よりなっている・
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たものが完全に風化したもので，同じく東側は真砂化

した花岡閃緑岩である． さらにこの両者を被って洪積

層と思われる砂礫層（厚さ約3.5m)が存在するが， ． 

この砂礫層も上記の断層によって切られ，約2m西側

がずり上っており，この断層は洪積層をも切る逆断層

であることが判る．この露頭の約20m北側の露頭では，

同断層の走向はN20°W,傾斜10°sで，露頭の南部と

北部とでは断層の走向がやや異なっている．洪積層の

礫は花闘岩類・緑色岩類・半花闘岩・石英などで巨礫

から細礫サイズまで混在しており，新鮮である．この

礫の 1つが断層で切られているのが銀察された．この

砂礫層は周辺に分布する段丘礫層との対比によって中

位段丘層に属するものとした．

IV. 考 察

A. Jヽヽ嶺における基盤断層の動きについて

今回判明した小嶺における基盤断層（福智山断層）

の動きを要約すると次のようである．

1. 逆断層であり，＊第三系が洪積層（高位および

中位段丘層） ・花闘閃緑岩と断層で接している．第三

系中に花閥閃緑岩あるいは中生層がはさみこまれてい

る．また基盤岩中にも洪積層を切る断層があり， これ

も逆断層または衝上断層で，いずれも西からの突き上

げである．

2. 少くとも約3万年前より後に逆断層の活動があ

った．最近におけるこの逆断層の動きと断層面上の条

線とが若し関係があるとすれば，断層の運動は右手型

の横ずれ断層に近いものとなる．小嶺の露頭では断層

の西側の第三紀層の上には中位段丘層がみられず，ま

た中位段丘層の厚さは2m以上あると思われるが，こ

こではみられる範囲の厚さ， ということで一応中位段

丘層の厚さを2mとする．この値と断層面上の条線の

傾斜10゚ より計算すると，断層の動きは垂直方向には

l/15mm/Y (2 m+ 3万年），水平方向にはl/3mm/Y(約

Um+3万年）となる．若し松田 (1976)が述べてい

るように，この断層が1,000年に1回の割で活動する

ものとすれば， 1回について垂直方向で約6.7mm, 水

・ 平方向で約367mm動いたことになる．

3・ 第三系中に発達する北西方向の断層の中にはご

く最近まで動いているものがある．すなわち，小嶺の

福智山断層を切る北西方向の断層がみられるので，こ

＊高橋ら (1971)は勝野ー百合野地区において，東傾
斜の逆断層（白亜紀層が第三紀層上に乗っている）

の存在を報告し，東からの圧力によるものとしてい

る・

れからみると筑豊炭田内の地質構造は，はるか昔に完

了した既成品ではなく，今なお造構造運動が進行しつ

つある未完成品と考えなければならない．さらに上野

でみられるように，基盤岩の中にも若い断層が存在す

ることは，北九州一帯の古期岩盤中にも活断層が存在

する可能性があることを物語っている．

B, いわゆる基盤断層について

松下 (1967)は筑豊炭田上山田地区・福岡炭田粕屋

地区では，基盤断層は地表付近では急傾斜であるが，

地下深部になると次第に緩傾斜になることを坑内資料

や試錐資料から明らかにしており，また下位の炭層・

地層ほど擾乱がひどいので，この断層は第三紀層の堆

積中から活動していたと考え，これを“滑動断層”の一

種であるとしている．さらに野田(1968)や松下(1971)

は筑豊炭田あるいは北九州において西からの圧縮力の

あったことを強調しているが，その力の働いた時期に

ついては野田は新第三紀末としている＊． 小嶺でみら

れる基盤断層の動きと活動時期は，この問題について

も一つの手掛かりを与えるものと思われる．

これまで基盤断層の動きについては，第三系と甚盤

岩との相対的な位置から，前述したように基盤岩が上

昇し，第三系が沈降したものであり（すなわち正断層

的な動き），また第三系中の向斜構造も堆積盆地の沈

降と，基盤断層の動きとによって生じたものであろう

と考えられてきた． しかし最深部でこの断層が基盤岩

の中に入ってゆくのか，消失してしまうのか未だ明ら

かではない．

この基盤断層の正断層的な動きは小嶺でみられる最

近の福智山断層の動き（逆断層）とは矛盾するものであ

る．かって基盤断層の正断層的な動きがあったとすれ

ば，最近の断層の動きだけが逆断層的なのであろうか．

あるいは基盤断層は何回も動き，また正・逆いずれの

動きもあったのであろうか．もしそうだとすれば向斜

構造はこれらの動きによってどのような影善をうけた

のであろうか．向斜構造の成因をも含めて，今後さら

に資料を蓄積し，筑豊炭田の地質構造発達史を究明し

てゆかねばならない．

v. 今後の問題

今後に残されたいくつかの問題を述べて結語の代り

としたい．

1)筑豊炭田およびその周辺の基盤岩の中に少くと

*I日三菱鉱業新入砿業所坑内でみられる‘‘擢曲断層,,
は方向N25°Eで小嶺の福智山断層と同方向であり，
横圧力によって生じたものとされている．
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も最近の 3万年の間に活動した断層のあることが認め

られた．このことは小娯以外の同炭田内の甚盤断層あ

るいは北西方向の断暦中にも最近活動しているものが

あることを示唆している．さらにまた広く北九州一帯

に存在する類似の断層，すなわち，北九州各炭田内の

断層あるいは甚盤岩類中の断層の巾にも“活断廣”が

存在する可能性のあることを示している． これらの断

層について活断層の旺拠を見出し，その変位量や動き

の性質を知ることは北九州の地体構造を考察する上に

重要であると思われる．小嶺の福智山断層の水平的な

動きについては地形その他からその証拠を見出してゆ

かねばならない．

2)北九州における活断層の存在は，たとえその断

屈が現在動いていなくても，将来動く可能性のある断

眉と考えなくてはならないので，応用地質あるいは各

種建設物の施工上充分考慮しなければならないし，各

種工事に当ってはこれまで以上に充分な注意が必要で

ある．
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北九州の活断層

第 20- 21 図版
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第 20 図版説明

1. 小微④地点より北方へ⑧R①地点を望む

Northward view of the Komine area from the point④. 

2. ①地点の福智山断開

Outcrop of the point①. 

3. ③地点の花斑閃緑岩と中位段丘暦との関係（第6図参照）

Middle terrace deposits and the granodiorite, cf. Fig. 6. 

4. ④地点の福智山断層

The Fukuchiyama Fault at the point④. 

(GD: 花周閃緑岩， F:断眉， T:第三紀層， C:石炭胴， D-h:高位段丘四， D-m:

中位段丘層）
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浦田英夫ほか：北九州の活断肘
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第 21 図版説明

1. 上野における逆断層（南側露頭）

Reverse fault at Agano (south crop). 

2. 上野における逆断層（北側露頭）

Reverse fault at Agano (north crop). 

3. 小嶺⑧地点の中位段丘層から産出した埋れ木

Fossil wood (refer to Fig. 5). 

(GD: 花闘閃緑岩,Gn: 福智山緑色岩， F:断層， D:段丘堆積層）

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九州大学理学部研究報告（地質学）第12巻 第3号 第21図版

3
 

浦田英夫ほか：北九州の活断囮
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